
　初回受講時に、上記の画面から現在の学年やこれまでに受検した英
語の外部試験の結果などを入力していただくと、右の「学習開始レベ
ルの例」のように、４つの技能ごとに適切なレベルを判定しますので、
どなたでも、自分に合ったスタート地点から学習が始められます。
　目標とするレベルは「海外大学進学／難関大学進学／大学進学後
の留学／英語を使って働く／日常会話を身につける」など、何をゴー
ルにするかによって異なりますが、概ねB1～B2を目指します。

1.

英語
４技能
講座

CEFRをもとに、
日本の英語教育の
実情に合うよう
細分化

CEFR CEFR-J

※CEFRのレベルを示す表現は、Ｚ会グループ「基盤学力総合研究所」の定義によるものです。

様々な状況で英語を意のままに用い
ることができ、場面に合った言葉づ
かいや文体を選択できる。

レベルの目安
【英検との比較】【熟達した使用者】

Proficient User C2
C1

日常生活や学習、仕事などで必要な
英語を理解し、ある程度流暢に自分
を表現することができる。

【自立した使用者】
Independent User

身近なことやなじみのあるトピック
であれば、日常生活で使われる英語
を理解し、用いることができる。

【基礎段階の使用者】
Basic User
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大学入学共通テスト（仮）でも
採用される国際規格CEFR（セファール）

に沿って、技能ごとに
適したレベルで学習が始められる

アダプティブ学習により
自分に合ったペースで
学習できる

1.

文法も身につけつつ、
ライティングやスピーキングの
発信技能を高められる

2.
「地図を説明する」「SNS に投稿する」
など目的が明確だから、
実用的な英語が身につく

3.

4.
多様な人々が存在する国際的な環境
の中で、コミュニケーションをはか
り、協働することを可能にする英語
力を育てる講座です。
時間や場所の制約を受けることな
く、4技能を総合的に伸ばせます。

【中学生～社会人】推奨
特に、下記にあてはまる方におすすめです。

●�学校の授業や進学塾などでは対策が行い
にくい、英語の発信力を高めたい方

●�学校の授業や進学塾で、「進度が遅い」「レ
ベルがもの足りない」と感じている方

●�部活などで忙しく、教室に通う時間が取
れない方

●�海外大学への進学、国際系大学・学部へ
の進学、国内大進学後の海外留学などを
希望されている方

●�英語４技能試験（ケンブリッジ英検、
TOEFL� iBT や IELTS�、TEAP、英検など）
で好成績を修めたい方

●�英語で適切にコミュニケーションをとる
力を身につけたい方

●�英語を使って、仕事や活動の幅を広げた
い方

Listening
Reading
Writing
Speaking

B1.1
B1.2
B1.2
B1.1

Aさん（中１）

小さいころイギリスに住んでいたから
英語は得意で中学の授業は少し退屈。
小学生の時に英検 2級にも合格した！
ゆくゆくは海外大学進学も考えたい！

Listening
Reading
Writing
Speaking

A1.2
A1.2
A1.2
A1.2

B さん（中１）

英語は小学校のときに少しだけ
塾で勉強したことがある。
英語の検定試験は受検したことがない。
英語を得意にしたい！

Listening
Reading
Writing
Speaking

A2.1
A2.1
A1.3
A1.3

Cさん（高１）

英語は嫌いじゃないけど
成績は今一つ…。
英語の検定試験は受検したことがない。
難関大学に進学したい！

国際規格CEFR に沿い、技能ごとに    適したレベルで学習が始められる 学習開始レベルの例
　CEFR（セファール）とは、「その言語を使って何ができるか」を測る、言語能
力の国際的な尺度で、A1 から最上位の C2 まで 6 段階に分かれています。日本人
の場合、大学卒業後も多くが A1・A2 レベルにとどまっており、特に書く・話す
の発信技能は A1 レベルに集中しています。文部科学省は高校卒業段階で B1 ～ B2
程度（英検２級～準１級程度）の英語力をつけることを目標にしていますが、現
状との差は非常に大きい状況です。このことは、これまでの英語教育では「使え
る英語力」は身につかない、ということを如実に示しています。
　2020 年度からの大学入学共通テスト（仮）で、成績を CEFR のレベルで判定し
合否決定に活用する方針が示されたことは、大きな転換といえるでしょう。
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基本的な学習の流れ
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　とはいえ、日本の中高生がCEFRで要求されるような英語４技
能の活用力を身につける教材は多くありません。そこで本講座で
は、CEFRを日本人向けに細分化した指標CEFR-J を採用していま
す（左ページの表を参照）。CEFRの A1、A2、B1、B2の４段階を、さら
に細かく９段階に分類し、レベルごとに教材を用意しているので、
無理なく力をつけていくことが可能です。
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2. アダプティブ学習により
自分に合ったペースで学習が進められる

＊�英語 4 技能講座の 4技能のうち、Speaking については、各レベル・PART の全オンラインレッスンを受講することで、
次のレベルに進める仕組みとなっています。よって、１か月のレッスン回数が少ないプランは、回数の多いプランより
も目標とするレベルに到達するまでに必要な受講期間が長くなります。
＊�オンラインレッスンをその月に受講しきれなかった場合でも、発行日から 180 日のあいだ受講が可能です。

オンライン
レッスンの回数

2 回 ／ 1 か月 7,800 円

9,800 円 12,800 円

（税込・1か月間有効）

11,800 円

4 回 ／ 1 か月

6 回 ／ 1 か月

クレジットカード
決済 App 内課金プラン

Speaking ライト

Speaking レギュラー

Speaking 速習

おすすめ

　すべての人が、自分にとって「ちょうどいい」レベルでの学習がで
きるように――。この課題を解決すべく誕生したのが「アダプティブ
学習」のテクノロジー。本講座で採用している Knewton,Inc 社のアダ
プティブエンジンは世界各国の学校・学習サービスで採用され、高い
学習効果を上げています。
　これにより、問題を１問解くごとに、解答の正誤や学習履歴、理解
度などから総合的に判断して、次に学習するのに最適な問題をリアル
タイムで提示するので、無理なく学習を進めることができます。
　理解が不十分な場合には復習となる内容へ、十分理解できたら新し
い内容へと、つねに自分の理解度に即した過程をたどりながら学習を
進めることができるので、じっくり学習したい方にも、先にどんどん
進めたい方にもお使いいただけます。

●�自分の理解度に即した過程をたどりながら学習を進められるの
で、学習効果が高い

●�自分では気づきにくい弱点を発見し、それに合わせた課題がすぐ
に提示されるので、つまずきに対して早期に対処できる

●�固定的なカリキュラムに学習する側が合わせるのではなく、関連
の深い学習項目を自分に合ったペースで学習できる

アダプティブ学習のメリット

「解答する」を
タップすると
すぐに正誤判定

「解説を確認」
で解説や全訳が
確認できる

「地図を説明する」「SNS に投稿する」など
目的が明確だから、実用的な英語が身につく3.

この例は、英文の説明を読
み、内容を正しく表す地図
を選ぶというもの。地図と
文章とを結びつけて理解す
る経験は、海外に行ったと
きにも役立ちます。

読む
Reading

「個人的な内容のメッセージを書け
るようになる」ことを目指した出題
の例。映像講義で学んだ文法事項の
組み合わせによって、状況に合った
文が書けることを体感できます。

　「聴く」「読む」「話す」「書く」の 4技能を
バランスよく、B1 ～ B2 レベルまで高めるた
め、本講座では、A1 ～ B2 の各レベルに相当
する Can-do リストを設定。それぞれのレベル
ごとに、「英語でできるようになってほしい項
目」を明確化し、それに沿って出題を行います。
　学習は、たとえば「身近な人に近況を伝え
る簡単な手紙を書く」といった目的が先に提
示され、その達成のために必要な文法知識を
学ぶという順序で進みます。これは、まず文
法を教えることから入り、習得した文法事項
を使って文章読解や英作文ができるかを問う、
といった従来の英語教育とはまったく逆のア
プローチ。こうした手順で学ぶことで、文法
起点だと見失いがちな学習目的を意識しやす
く、結果として、使える英語を効率よく身に
つけられるのです。

書く
Writing

文法も身につけつつ、ライティングや
スピーキングの発信技能を高められる4.

決済方法によって、受講可能なプランや金額が異なります。
まずオンラインレッスンの１カ月あたりの回数について、ご希望に合ったプランをお選びください。
クレジットカード決済の場合は、受講を開始される前に、Web サイトよりお手続きが必要となります。
Asteria アプリ上で受講申込みを行うと、App 内課金での契約となり、Apple 社の手数料を含む金額がお
使いの iTunes アカウントに課金されます。
＊価格は変更になる場合がございます。

価格

聴く
Listening

実生活で出会う「聴く」場面を想
定し出題します。この例は、音声
を聴いて、何について説明されて
いるのかを４つの絵から選ぶとい
うもの。聴いて骨子を理解する力、
文脈から推測する力も育てます。

話す
Speaking

飲食店での注文など、実生活で直面す
るさまざまな場面における適切な表現
をまず習得。実際に声に出して読み上
げると音声認識エンジンが文字として
表示。発音の改善もはかれます。

Brush�Up（添削問題）ではテーマに沿った英
作文に挑戦。アダプティブ学習で学んだこと
がどれだけ使いこなせるかを確認できます。
解答は画面上で提出いただいたあと、Z会の
添削指導者が、丁寧な個別添削指導をおこ
なって返却するので表現力が高まります。

アダプティブ学習で会話に必要な表
現を学んだのち、外国人講師とのオ
ンラインレッスンに進みます（１回
25分・予約制）。iPadに内蔵のビデ
オカメラとマイクを使って会話する
もので、講師は受講者の到達度を判
断してレッスンをリードし、レッス
ン後には評価が届くので、実践的な
会話力が身につきます。オンライン
英会話で定評のあるレアジョブ社と
の共同開発によるサービスです。

　アダプティブ学習で学んだあとのブラッシュアップの場として、ライティングでは「英作文の添削問題」、スピー
キングでは「外国人講師と１対１でのオンラインレッスン」を用意しています。自分の考えを書いたり話したり
して表現し、個別指導を受けることで、より自然な表現を身につけることができます。

Training
（アダプティブ学習）

Training（アダプティブ学習）

Brush Up
（添削問題） Brush Up

（オンラインレッスン）
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